


























月 12日開催㻌 於ベルサール九段）に参加した。 
シンポジウムでは、河合塾がオーストラリア教育研究所（Australian Council for 









第 1 部 学生のエンゲージメントと学生調査の国際的な動向   
   全米高等教育経営システム研究所 所長 Peter Ewell 氏 
 
第 2 部 日本とオーストラリアの学生調査の概要とその結果からわかること 
   河合塾教育情報部 部長 近藤治氏 
   オーストラリア教育研究所 主任研究員 Daniel Edwards 氏 
 
第 3 部 各大学の事例発表 
   ディーキン大学 教育担当副学長 Beverley Oliver 氏 
   産業能率大学 経営学部教授 松尾尚氏 




















第 3 部で事例を発表した産業能率大学と山梨大学は JUES パイロット調査実施校でもあ
る。産業能率大学の松尾尚氏は、初年次 PBL の導入と JUES 調査結果との関係について報
告した。1 年と 4 年の調査結果の比較から、PBL を導入している 1 年次では、JUES のエ
ンゲージメントに関連する項目での数値が高いという結果が出た。 
山梨大学では、学生自身の主体的・協調的な学びを促進するために、反転授業を導入し


































第 3 部で事例を発表した産業能率大学と山梨大学は JUES パイロット調査実施校でもあ
る。産業能率大学の松尾尚氏は、初年次 PBL の導入と JUES 調査結果との関係について報
告した。1 年と 4 年の調査結果の比較から、PBL を導入している 1 年次では、JUES のエ
ンゲージメントに関連する項目での数値が高いという結果が出た。 
山梨大学では、学生自身の主体的・協調的な学びを促進するために、反転授業を導入し
ている。塙正典氏は、工学部で導入した反転授業の概要と平成 24 年度と 26 年度の評価比
較を基に、反転授業の導入が学生の学びの質を高めていると報告した。学生エンゲージメ
ントを高めるという観点からどのようなカリキュラムや教育手法を取り入れるべきか検討
することが、結果として学生の学びの質を高めていく可能性を有していると言えよう。 
本学で行っている授業アンケートについて今後項目を検討する際に、学生エンゲージメ
ントという観点から見直すことも選択肢のひとつになるのではないかと感じた。 
 
